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起電子移動反応を超高速分光法により検討した。第 2 章では，ポルフィリン 2 量体における分子内電子移動速度のエ
ネルギーギャ y プ依存性について過渡吸収および蛍光寿命測定により調べた。その結果，電荷分離，再結合速度はエ'
ネルギーギャップに対してベル型の依存性を示し， Marcus の電子移動理論方式との一致を示す事がわかった。第 3
章では，さらに電子アクセプターとしてイミドを繋いだ 3 元系(ポルフィリン(クロリン)ーポルフィリンーピロメ






の低下により C 60 が電子移動の効率を上げる良い電子受容体として有用であることを示した(第 5 章)。第 6 章では，
ポルフィリンーナフチルイミド水素結合錯体においてI 10ps以下の高速で‘イオン対状態が生成することを見出した。
第 7 章では， ピコ秒時間分解共鳴ラマン分光法を用いて亜鉛ポルフィリン 2 量体および 3 量体の励起 Sl 状態のラマ
























法と併用して研究することの有効性を示した。 8 章は本研究で用いた実験手法および、試料について説明し， 9 章はま
とめである。
以上のように，本論文はポルフィリン連結系分子の光誘起電子移動反応の機構とそのダイナミクスを明らかにする
とともに光合成反応中心と同様の電荷分離状態を均一溶液中で実現させ，溶液内電子移動反応過程の基礎研究に大き
く貢献したものであり，本論文は博士(理学)の学位論文として価値があるものと認める。
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